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第一章  研究史の整理と本論の課題  
 第一節「中世神道」研究の現在と課題  
  （１）黒田俊雄から桜井好朗へ  
  （２）伊藤正義の「中世日本紀」から山本ひろ子の「中世神話」へ  
第二節 神楽・祭文の研究史  
  （１）初期神楽研究から五来重の指摘へ  
  （２）岩田勝から山本ひろ子へ  
  （３）斎藤英喜の「いざなぎ流」研究  
第三節『神祇講式』とは何か―基本情報の整理―  
  （１）『神祇講式』について   
  （２）『神祇講式』の研究史   
（３）「神祇」・「当社権現」・「廻向発願」段  
第二章  神冥論 ―『神祇講式』「廻向発願」段をめぐって―   
 第一節『神祇講式』における「神冥」  
 第二節 平安後期から鎌倉前期の「神冥」用例  
 第三節 「神祇」と「神冥」  
 第四節 諸霊に廻向する「神冥」  
第三章 生成する『神祇講式』 ―随所・慈悲万行・祭文―  
 第一節『神祇講式』総礼伽陀の形成    
 第二節『神祇講式』における「随所」   
  （１）『神祇講式』の「随所」言説   
  （２）変貌する「慈悲万行」の神    
第三節 新しい講式・祭文の生成    
（１）『神祇講秘式』について   
（２）談山神社の地鎮遷宮作法    
（３）『神祇講秘式』から『神祇通用祭文』へ   
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第四章  変貌する『神祇講式』 ―神道灌頂から神楽・神舞へ―   
第一節 三輪流神道の『神祇講式』  
  （１）三輪流神道の次第から    
（２）『神楽大事』と『神祇講式』   
第二節 奥三河における『神祇講式』   
（１）大神楽「大行事勧請」   
（２）花祭「天の祭り」     
第三節 藺牟田神舞における『神祇講式』  
（１）神代巻・神祇講式・大中臣の祓   
 （２）手恵舞における「廻向」  

























































 よって、本論文は博士（文学）の学位を授与するに相応しいと判断する。  
 
 
 
 
